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わ
が
国
経
済
は
、
二
〇
〇
七
年
秋
以
降
、

景
気
後
退
過
程
に
入
り
、
二
〇
〇
八
年
秋
に

世
界
規
模
の
経
済
減
速
が
始
ま
る
と
、
外
需

の
落
ち
込
み
で
大
き
な
経
済
収
縮
に
直
面
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。「
平
成
二
一
年
版
労
働

経
済
の
分
析
」（
通
称
「
労
働
経
済
白
書
」）

で
は
、「
賃
金
、
物
価
、
雇
用
の
動
向
と
勤
労

者
生
活
」
を
分
析
テ
ー
マ
と
し
、
二
〇
〇
七

年
後
半
か
ら
二
〇
〇
八
年
央
ま
で
の
高
い
物

価
上
昇
に
よ
り
実
質
所
得
、
消
費
が
停
滞
し
、

そ
の
後
、
急
速
な
雇
用
情
勢

の
悪
化
に
直
面
し
て
い
る
わ

が
国
の
勤
労
者
生
活
に
つ
い

て
、
賃
金
、
物
価
、
雇
用
の

指
標
か
ら
総
合
的
に
分
析
し

て
い
る
。

　

白
書
は
三
章
構
成
で
、
第

１
章
「
労
働
経
済
の
推
移
と

特
徴
」
で
は
、
大
き
な
経
済

収
縮
と
悪
化
す
る
雇
用
情
勢

に
つ
い
て
分
析
、第
２
章「
賃

金
、
物
価
の
動
向
と
勤
労
者

生
活
」
で
は
、
消
費
支
出
を

中
心
と
し
た
内
需
の
動
き
を

賃
金
、
物
価
を
も
と
に
分
析
、

第
３
章
「
雇
用
の
動
向
と
勤

労
者
生
活
」
で
は
、
雇
用
の

安
定
と
人
材
育
成
の
た
め
の

雇
用
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
分

析
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
ま
と
め
で
は
、

雇
用
の
安
定
を
基
盤
に
仕
事
の
働
き
が
い
を

通
じ
て
経
済
・
産
業
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る

と
と
も
に
、
経
済
活
動
の
成
果
を
適
切
に
分

配
し
、
豊
か
で
安
心
で
き
る
勤
労
者
生
活
を

実
現
す
る
こ
と
の
で
き
る
雇
用
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
結
論

づ
け
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
提
示
し
て
い

る
。

　

各
章
の
分
析
の
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
で
見
る
。

第
１
章　

労
働
経
済
の
推
移
と
特
徴

―
―

大
き
な
経
済
収
縮
と
悪
化
す
る
雇
用
調

整
に
つ
い
て
分
析

　

雇
用
情
勢
は
急
速
に
悪
化
し
、
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
以
降
、
有
効
求

人
倍
率
は
大
幅
に
低
下
し
、
完
全
失
業
率
は

上
昇
。
特
別
給
与
の
減
少
な
ど
に
よ
り
賃
金

は
二
〇
〇
七
年
か
ら
減
少
。
物
価
は
二
〇
〇

七
年
後
半
〜
上
昇
率
が
高
ま
り
、
実
質
所
得

と
消
費
を
減
少
さ
せ
、
景
気
後
退
の
一
因
に

な
る
。
今
回
の
後
退
過
程
の
特
徴
と
し
て
は
、

所
得
・
消
費
の
伸
び
に
力
強
さ
を
欠
く
景
気

拡
大
の
も
と
で
、
輸
入
価
格
の
上
昇
が
企
業

収
益
を
圧
迫
。
物
価
も
上
昇
し
実
質
賃
金
は

低
下
。
長
期
に
わ
た
っ
た
景
気
回
復
も
二
〇

〇
七
年
秋
に
は
後
退
過
程
へ
移
行
す
る
。
さ

ら
に
、
二
〇
〇
八
年
秋
以
降
の
外
需
の
落
ち

込
み
は
大
き
な
経
済
収
縮
に
直
結
し
た
。

第
２
章　

賃
金
、
物
価
の
動
向
と
勤

労
者
生
活

―
―

消
費
支
出
を
中
心
と
し
た
内
需
の
動
き

を
賃
金
、
物
価
を
も
と
に
分
析

　

一
九
九
〇
年
代
末
よ
り
、
国
内
需
要
の
低

ト
ピ
ッ
ク
ス

労
働
経
済
白
書

1

雇
用
の
安
定
を
基
盤
と
し
た
勤
労
者
生
活
を
分
析
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迷
か
ら
賃
金
も
物
価
も
低
下
す
る
状
況
が
続

い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
よ
り
、
賃
金
、

物
価
は
緩
や
か
な
上
昇
へ
転
ず
る
。
た
だ
し
、

物
価
の
上
昇
は
輸
入
物
価
の
上
昇
な
ど
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
も
の
で
、
生
活
必
需
品
の

価
格
上
昇
は
低
所
得
者
へ
の
影
響
が
大
き
く
、

消
費
需
要
は
低
迷
し
た
。
内
需
の
着
実
な
改

善
に
向
け
、
す
そ
野
の
広
い
所
得
と
消
費
の

拡
大
が
課
題
。
非
正
規
労
働
者
を
活
用
し
、

賃
金
を
抑
制
す
る
動
き
に
対
し
て
は
、
正
規

雇
用
化
な
ど
長
期
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
を

通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
た

生
産
性
の
向
上
と
所
得
の
向
上
が
重
要
で
あ

る
。

第
３
章　

雇
用
の
動
向
と
勤
労
者
生
活

―
―

雇
用
の
安
定
と
人
材
育
成
の
た
め
の
雇

用
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
分
析

　

二
〇
〇
八
年
秋
以
降
、
外
需
関
連
の
生
産

は
急
速
に
落
ち
込
み
、
雇
用
調
整
が
増
加
。

正
規
労
働
者
の
雇
用
維
持
努
力
は
み
ら
れ
る

が
、
非
正
規
労
働
者
の
再
契
約
中
、
解
雇
は

急
速
に
増
加
。
不
安
定
な
就
業
の
も
と
に
あ

る
若
年
層
を
中
心
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
。

　

雇
用
の
安
定
と
新
た
な
成
長
に
向
け
て
、

非
正
規
労
働
者
も
含
め
、
雇
用
の
維
持
に
取

り
組
む
企
業
を
支
援
し
、
長
期
雇
用
シ
ス
テ

ム
の
雇
用
安
定
機
能
と
人
材
育
成
機
能
を
活

か
す
と
と
も
に
、
将
来
の
成
長
分
野
で
の
質

の
高
い
雇
用
を
創
出
し
、
高
い
生
産
性
と
内

需
の
拡
大
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

ま
と
め  

―
―

雇
用
の
安
定
を
基
盤
と
し
た
安
心
で
き

る
勤
労
者
生
活
の
実
現
に
向
け
て

　

雇
用
の
安
定
を
基
盤
に
仕
事
の
働
き
が
い

を
通
じ
て
経
済
・
産
業
活
動
を
活
発
化
さ
せ

る
と
と
も
に
、
経
済
活
動
の
成
果
を
適
切
に

分
配
し
、
豊
か
で
安
心
で
き
る
勤
労
者
生
活

を
実
現
す
る
こ
と
の
で
き
る
雇
用
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

雇
用
の
安
定
を
基
盤
と
す
る
安
心
で
き
る

勤
労
者
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、「
雇
用
の
安

定
の
確
保
と
経
済
の
底
支
え
」
と
し
て
は
、

○
非
正
規
労
働
者
を
含
め
た
雇
用
維
持
に
向

け
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
取
り
組
み
を
強

化　

○
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
整
備
に
よ

る
職
業
紹
介
、
職
業
訓
練
等
、
再
就
職
の
促

進
に
向
け
た
対
応
。

　
「
職
業
能
力
向
上
に
支
え
ら
れ
た
す
そ
野

の
広
い
所
得
の
拡
大
」
に
向
け
て
は
、
○
長

期
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
雇
用
の
安
定
と

人
材
育
成
を
推
進
、
○
不
安
定
就
業
者
の
正

規
雇
用
化
、
組
織
活
性
化
を
も
た
ら
す
こ
と

が
で
き
る
人
事
・
処
遇
制
度
に
向
け
た
取
り

組
み
。

　
「
産
業
・
雇
用
構
造
の
高
度
化
と
質
の
高

い
雇
用
創
出
」
に
向
け
て
は
、
○
新
た
な
産

業
・
雇
用
構
造
を
展
開
し
、
そ
れ
を
担
う
人

材
の
育
成
を
計
画
的
に
推
進
、
○
新
た
な
産

業
・
雇
用
分
野
を
創
出
す
る
た
め
の
総
合
的

な
支
援
の
展
開―

―

な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
求
め

ら
れ
る
と
し
て
い
る
。　　
（
調
査
・
解
析
部
）

８月上旬から日経テレコン２１で
『Business Labor Trend』の記事検索が可能になります

・８月上旬からオンライン記事検索サービス「日経テレコン２１」（http://t21.nikkei.co.jp/）で

『Business Labor Trend』に掲載された記事の見出し、本文を検索、閲覧することができるようになります。

　※　記事検索を利用するためには日経テレコン２１への加入が必要です。また、検索、閲覧ごとに利用料が発生します。

　※　当面の間、２００７年１２月以降に発行された号が検索対象となりますが、今後対象範囲を広げていく予定です。
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六
月
下
旬
に
民
主
、
社
民
、
国
民
新
党
の

野
党
三
党
は
、
争
点
だ
っ
た
製
造
業
へ
の
派

遣
に
つ
い
て
、
三
年
以
内
に
原
則
禁
止
し
、

例
外
業
種
は
政
省
令
で
「
原
則
禁
止
の
趣
旨

を
踏
ま
え
合
理
的
な
範
囲
に
限
定
す
る
」
と

の
合
意
に
至
り
、
三
党
共
同
の
改
正
案
を
ま

と
め
、
二
六
日
に
衆
院
に
提
出
し
た
。

　

改
正
案
に
は
、
製
造
業
派
遣
原
則
禁
止
の

ほ
か
、
①
日
雇
い
派
遣
禁
止
②
二
カ
月
以
下

の
派
遣
禁
止
③
派
遣
先
が
違
法
行
為
を
し
た

場
合
、「
派
遣
先
が
雇
用
主
」
と
通
告
で
き
る

「
直
接
雇
用
み
な
し
規
定
を
創
設
」
④
均
等

待
遇
の
確
保
⑤
マ
ー
ジ
ン
率
な
ど
情
報
公
開

⑥
不
利
益
取
り
扱
い
禁
止
な
ど
派
遣
先
の
責

任
強
化
⑦
罰
則
を
現
行
最
高
三
〇
〇
万
円
か

ら
三
億
円
に
増
額
⑧
一
般
労
働
者
派
遣
事
業

は
二
六
専
門
業
務
以
外
は
常
用
雇
用
の
み
と

す
る
⑨
派
遣
労
働
者
は
派
遣
期
間
が
一
年
未

満
で
も
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
と
す
る―
―

こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

Ｊ
Ｃ
が
派
遣
問
題
を
重
点
項
目
に

　

昨
年
の
秋
以
降
、「
派
遣
切
り
」
の
問
題
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
か
、「
派
遣
切

り
」
さ
れ
た
労
働
者
の
多
く
が
仕
事
を
し
て

い
た
自
動
車
、
電
機
な
ど
の
金
属
産
業
の
労

働
組
合
で
つ
く
る
金
属
労
協(

Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ

Ｃ
、
西
原
浩
一
郎
議
長)

は
、
今
年
度
の
政

策
・
制
度
課
題
の
重
点
的
項
目
と
し
て
、
派

遣
問
題
に
対
す
る
対
応
を
ま
と
め
た
。
〇
四

年
の
政
策
・
制
度
要
求
か
ら
盛
り
込
ん
で
い

る
「
良
質
な
雇
用
」
の
概
念
を
援
用
。
契
約

満
了
や
打
ち
切
り
で
多
く
の
職
場
か
ら
、
派

遣
・
請
負
、
期
間
従
業
員
の
姿
が
消
え
た
今

こ
そ
、
制
度
の
仕
組
み
や
活
用
の
あ
り
方
を

抜
本
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

た
。

　

重
点
要
求
の
中
で
金
属
労
協
は
、「
経
済
危

機
は
と
り
わ
け
登
録
型
派
遣
で
働
く
人
々
、

請
負
会
社
に
短
期
の
雇
用
契
約
で
働
く
人
々

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
お
り
、『
良
質
な
雇

用
』
創
出
の
必
要
性
、
そ
し
て
『
良
質
な
雇

用
』
へ
の
就
職
を
促
し
て
い
く
こ
と
の
必
要

性
は
、
ま
す
ま
す
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
」
と
問
題
提
起
す
る
。

　

そ
し
て
、「
良
質
な
雇
用
」
の
具
体
的
な
要

求
項
目
の
う
ち
、「
雇
用
形
態
」
と
し
て
は
、

①
長
期
安
定
雇
用
を
基
本
的
に
維
持
し
つ
つ
、

雇
用
の
移
動
が
勤
労
者
に
と
っ
て
不
利
に
な

ら
な
い
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
長
期
安
定
雇
用
」

を
基
本
と
し
た
、
フ
ル
タ
イ
ム
正
社
員
、
短

時
間
正
社
員
②
期
間
従
業
員
、
契
約
社
員
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
正
社
員
以
外
の

雇
用
の
場
合
に
は
、
あ
く
ま
で
勤
労
者
本
人

の
希
望
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
雇
用
形
態
で

あ
る
こ
と
。
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
原

則
に
則
っ
た
正
社
員
と
の
均
等
・
均
衡
待
遇

が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
一
定
期
間
後
に
本

人
が
望
ん
だ
場
合
に
は
、
正
社
員
へ
の
転
換

が
図
ら
れ
る
こ
と―

―

の
二
つ
を
あ
げ
た
。

派
遣
労
働
は
常
用
型
を
原
則
に

　

そ
の
う
え
で
、
派
遣
労
働
に
つ
い
て
は
、

有
期
雇
用
契
約
か
つ
間
接
雇
用
と
い
う
「
二

重
の
不
安
定
」
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
勤
労

者
生
活
の
安
心
・
安
定
を
著
し
く
損
な
っ
て

い
る
と
指
摘
。
社
会
的
な
コ
ス
ト
を
も
増
大

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
派
遣
労
働

者
は
、
派
遣
会
社
（
派
遣
元
）
ま
た
は
業
務

処
理
請
負
会
社
に
雇
用
さ
れ
、
派
遣
先
ま
た

は
発
注
会
社
で
労
働
す
る
者
の
雇
用
形
態
は
、

「
正
社
員
を
原
則
」
と
す
る
考
え
を
打
ち
出

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
常
用
型
派
遣
に
つ
い

て
は
、「
期
間
の
定
め
の
な
い
雇
用
契
約
」
に

範
囲
を
限
定
し
て
定
義
し
直
す
と
と
も
に
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
制
度
設
計
を
行
う
と
の

方
向
性
を
示
し
た
。

派
遣
制
度
見
直
し
へ
の
当
面
の
対
応

　

さ
ら
に
、
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
労
働

者
派
遣
法
改
正
案
に
つ
い
て
は
、
当
面
以
下

の
修
正
を
行
っ
た
上
で
、
速
や
か
に
成
立
さ

せ
る
べ
き
だ
と
主
張
。
修
正
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
①
日
雇
派
遣
は
原
則
禁
止
で
は
な
く
、

例
外
を
設
け
な
い
全
面
禁
止
と
す
る
こ
と
。

禁
止
対
象
の
範
囲
は
「
日
々
又
は
三
〇
日
以

内
の
期
間
を
定
め
て
雇
用
」
か
ら
、「
日
々
又

は
二
カ
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
雇
用
」
に

拡
大
す
る
②
常
用
型
派
遣
を
「
期
間
の
定
め

の
な
い
雇
用
契
約
」
に
限
定
す
る
と
と
も
に
、

有
期
雇
用
の
常
用
型
に
つ
い
て
は
、
登
録
型

派
遣
と
同
じ
取
り
扱
い
と
す
る
③
「
期
間
の

定
め
の
な
い
雇
用
契
約
」
の
派
遣
労
働
者
に

関
す
る
事
前
面
接
の
解
禁
は
行
わ
な
い
④
派

遣
先
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
雇
用
契
約
の
申
し

込
み
義
務
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
申
し
込
み
が
行
わ

れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
に
す
る―

―

の
四

点
を
あ
げ
、
野
党
三
党
の
改
正
案
に
近
い
考

え
方
を
と
っ
て
い
る
。

　
　損

害
賠
償
の
義
務
化
と
均
等
待
遇
も

　

契
約
解
除
を
め
ぐ
っ
て
は
、
社
会
的
な
批

判
が
多
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
派
遣
契

約
、
請
負
契
約
の
契
約
解
除
に
お
け
る
損
害

賠
償
の
義
務
化
」
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

ま
た
、
職
務
の
多
く
が
ほ
ぼ
同
一
と
な
っ

て
い
る
正
社
員
と
非
正
規
労
働
者
の
間
の
均

等
・
均
衡
待
遇
を
確
立
も
求
め
て
い
る
。
責

任
や
職
能
、
転
勤
の
有
無
な
ど
の
違
い
を
勘

案
す
る
た
め
の
具
体
的
な
考
え
方
、
合
理
的

な
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張
。

派
遣
元
で
有
期
雇
用
契
約
と
な
っ
て
い
る
派

遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
基
準
に
基

づ
い
て
賃
金
・
労
働
条
件
の
引
き
上
げ
を
図

り
、
派
遣
先
正
社
員
と
の
均
等
・
均
衡
待
遇

を
実
現
す
る
た
め
、
派
遣
元
・
派
遣
先
双
方

に
、
当
該
職
務
に
従
事
す
る
派
遣
労
働
者
・

派
遣
先
正
社
員
の
賃
金
水
準
の
開
示
を
義
務

づ
け
る
な
ど
と
し
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

派
遣
労
働

2

金
属
労
協
が
「
良
質
な
雇
用
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
政
策
要
求
を
ま
と
め
る



トピックス

Business Labor Trend 2009.8

43

ト
ピ
ッ
ク
ス

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

3

電
機
連
合
が
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定

　

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
や
、
事
業
再
編

の
進
展
、
成
果
主
義
型
人
事
制
度
の
導
入
な

ど
、
働
く
人
を
取
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。過
重
・
長
時
間
労
働
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
希
薄
化
が
追
い
打
ち
を
か

け
、
職
場
の
ゆ
と
り
は
失
わ
れ
る
一
方
だ
。

こ
う
し
た
な
か
、
電
機
連
合
（
中
村
正
武
委

員
長
、
六
三
万
人
）
は
、
七
月
の
定
期
大
会

で
「
労
組
が
心
身
の
健
康
管
理
の
視
点
や
会

社
へ
の
働
き
か
け
、
相
談
活
動
な
ど
、
組
合

員
の
心
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
役
割
を
担
い
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
積
極
的
に
関
わ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」（
石
村
龍
治
書
記

次
長
）
と
し
て
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
訂
版
を
確
認
し
た
。

い
ち
早
く
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に

着
手

　

電
機
連
合
は
、
一
九
九
九
年
一
月
に
「
電

機
連
合
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
専
門
家
が
平
日
午
後

四
時
か
ら
八
時
ま
で
、
組
合
員
や
そ
の
家
族

か
ら
の
心
の
悩
み
や
精
神
疾
患
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
ト
ラ
ブ
ル
相
談
な
ど
に
無
料
で
応

じ
る
ほ
か
、
内
容
に
よ
っ
て
は
精
神
科
医
や

心
療
内
科
医
な
ど
の
専
門
家
を
紹
介
す
る
シ

ス
テ
ム
を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
二

年
に
は
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
労
働
組
合
と
し

て
は
い
ち
早
く
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン

タ
ー
に
は
、
二
〇
〇
六
年
度
に
一
四
四
一
件
、

〇
七
年
度
に
も
一
三
一
六
件
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
泉
田
和
洋
書
記
長
は
、「
ハ
ー

ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
に
は
、
組
合
員
本
人
は
も

ち
ろ
ん
、
子
ど
も
の
こ
と
や
近
所
づ
き
あ
い

な
ど
の
悩
み
が
家
族
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
こ
と

も
少
な
く
な
い
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
取
り

組
み
に
や
り
過
ぎ
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
力

を
入
れ
て
い
る
か
ら
こ
の
件
数
で
収
ま
っ
て

い
る
」
と
話
す
。

法
制
面
や
職
場
実
態
を
踏
ま
え
て
見

直
し

　

一
方
、
二
〇
〇
六
年
の
改
正
労
働
安
全
衛

生
法
の
施
行
に
伴
い
、「
労
働
者
の
心
の
健
康

の
保
持
増
進
の
た
め
の
指
針
」
が
法
律
に
根

拠
を
置
く
公
示
と
し
て
示
さ
れ
る
な
ど
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
取
り
組
み
が
、
法
令

面
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

電
機
連
合
の
「
生
活
実
態
調
査
（
二
〇
〇
八

年
）」
を
み
る
と
、
所
定
外
労
働
時
間
が
長

い
人
や
、
職
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠

如
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
ほ
ど
、「
現
状

が
続
く
と
心
の
病
に
な
る
」
と
考
え
る
組
合

員
が
増
え
る
傾
向
に
も
あ
る
。
今
回
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
は
、
こ
う
し
た
法
令
・

指
針
な
ど
の
制
定
・
改
定
動
向
や
、
職
場
実

態
を
踏
ま
え
た
格
好
。
法
令
な
ど
に
基
づ
き
、

労
使
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
と
、
労
組
が
独

自
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
明
確
化
す
る
と

と
も
に
、
復
職
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
電

機
連
合
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

労
組
が
担
う
べ
き
役
割
を
明
確
に

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
ま
ず
①
一
次
予
防
（
教
育
、
啓
発
、

職
場
環
境
の
改
善
）
②
二
次
予
防
（
早
期
発

見
・
早
期
治
療
）
③
三
次
予
防
（
職
場
復
帰

支
援
、
再
発
予
防
）―

―

の
三
種
類
の
予
防

を
明
記
。
そ
れ
ぞ
れ
の
予
防
策
に
、
①
セ
ル

フ
ケ
ア
②
ラ
イ
ン
ケ
ア
③
事
業
所
内
産
業
保

険
ス
タ
ッ
フ
等
に
よ
る
ケ
ア
④
事
業
所
外
資

源
に
よ
る
ケ
ア―

―

の
四
種
類
の
実
施
主
体

に
よ
る
ケ
ア
が
重
要
だ
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
連
携
し
な
が
ら
組
合
員
と
そ
の
家
族
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
（
図
）。

　

労
使
が
行
う
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
①
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
推
進
・

改
善
の
体
制
づ
く
り
②
職
場
復
帰
ま
で
の
支

援
体
制
づ
く
り
③
職
場
環
境
づ
く
り―

―

の

三
つ
の
柱
に
整
理
し
た
。
①
は
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
推
進
に
関
わ
る
計
画
の
策
定
な
ど
が
中

心
。
②
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
九
年
三
月
に

改
訂
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
の
「
心
の
健
康
問

題
に
よ
る
休
業
し
た
労
働
者
の
職
場
復
帰
支

援
の
手
引
き
」
の
内
容
を
踏
ま
え
た
施
策
の

整
備
を
求
め
て
い
る
。
特
に
、
職
場
復
帰
後

の
賃
金
に
関
わ
る
賃
金
の
取
り
扱
い
や
リ
ハ

ビ
リ
出
勤
時
の
留
意
点
な
ど
労
使
で
明
確
に

整
理
し
て
お
く
べ
き
事
項
を
明
記
し
て
い
る
。

③
に
は
、
組
合
員
が
心
身
と
も
に
健
康
で
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
労
働
時
間
の
適
正

化
や
非
正
規
労
働
者
へ
の
安
全
厭
世
管
理
体

制
の
徹
底
、
母
性
保
護
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
へ
の
対
応
を
盛
り
込
ん
だ
。

も
っ
と
も
身
近
な
相
談
者
と
の
意
識
で

　

さ
ら
に
、
労
組
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
、
職
場
実
態
の
把
握
や
会
社
へ
の

働
き
か
け
、
職
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

活
性
化
な
ど
を
新
た
に
加
え
た
。
日
頃
か
ら

職
場
の
状
況
の
把
握
や
組
合
員
ひ
と
り
ひ
と

り
と
の
密
接
な
関
係
を
気
付
く
こ
と
が
不
調

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
念

頭
に
活
動
を
行
う
構
え
だ
。

（
調
査
・
解
析
部
）

　産業保健スタッフ
＊産業医
＊衛生管理者
＊保健師等
＊心の健康づくり専門スタッフなど

管理監督者 健康保険組合

労働組合
＊執行委員

＊職場委員

組 合 員
（家族）

人事労務管理スタッフ 　　　事業場外資源
＊電機連合ハートフルセンター

＊産業保健推進センター　など

支援

連携

図　メンタルヘルスケア推進のための労働組合の役割


